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株式会社　京滋マツダ

＜基本理念＞
株式会社 京滋マツダは、自動車販売・自動車整備などの全ての事業活動において

自然との調和を図りながら、地球環境の保護と豊かな社会づくりに貢献します。

＜行動指針＞

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

制定

改定

株式会社 京滋マツダ

代表取締役 田嶋　誠治

環　境　経　営　方　針

環境に関する法規制を遵守します。

限りある資源を大切にし、また、二酸化炭素排出量及び水使用量

の削減のため省資源・省エネルギーに努めます。

使用済み自動車の適正管理、リサイクルを推進します。

循環型社会に向けて、廃棄物の削減・再使用・再利用活動を

推進します。

使用する化学物質の適正管理を徹底します。

環境に配慮した製品の提供、及びグリーン購入を推進します。

環境改善目標を定め、継続的な環境改善活動を実践します。

全従業員にこの環境方針を周知徹底するとともに、

環境活動レポートを作成し、公表します。

平 成 20 年 8 月 1 日

令 和 5 年 6 月 1 日
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1. 事業所名及び代表者氏名

株式会社　京滋マツダ

代表取締役社長　　田嶋　誠治

2. 所在地

京都市南区吉祥院向田西町１

℡:075-314-3751

3. 事業内容

新車・中古車の販売

自動車整備業

損害保険代理業

4. 事業の規模

1) 店舗数22店舗（京都府下 12店舗、滋賀県下 10店舗）

総従業員数 419名 （2023年3月時点）

年間売上高 181億円

年間新車中古車売上台数 8,096台

年間新車中古車店舗販売台数 5,720台

年間整備入庫台数 92,413台

2) 対象店舗（全店）

5. 環境管理責任者及び担当者

・ 環境管理責任者 執行役員　管理本部長

樋爪　隆一

・ EA21推進事務局 顧客開発部 管理本部

藤村　和夫 今井　寿

村上　匡宏

担当連絡先 経理部　　長谷川　佳孝

： 075-314-3751

： 075-311-1052

： y.hasegawa@keiji-mazda.jp

・桂

（2022年度）

・洛北

・山科 ・伏見 ・洛南 ・田辺 ・亀岡 ・福知山

〃

〃

・かどの八条（本社含む） ・久世橋 ・長岡京

〃

Tel

Fax

e-meil

・舞鶴 ・大津 ・栗東

・守山 ・水口 ・八幡 ・彦根 ・長浜

・堅田 ・瀬田 ・南草津

■事業活動の概要
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6. 対象店舗の概要 ※従業員数は2023年3月末時点、販売台数･入庫台数は2022年度実績

【かどの八条店及び本社】 【久世橋店】

【長岡京店】 【桂店】

【洛北店】 【山科店】

【伏見店】 【洛南店】

【田辺店】 【亀岡店】

【福知山店】 【舞鶴店】

京都市南区吉祥院向田西町１ 京都市南区吉祥院石原京道町7

・新車販売 377台 ・新車販売 14台

本社機構

従業員数： 64名 従業員数： 18名

・新車販売 261台 ・新車販売 187台

京都府長岡京市開田二丁目10-12 京都市西京区山田車塚町4-1

・中古車販売 89台 ・中古車販売 353台

・整備入庫 6893台 ・整備入庫 3611台

従業員数： 12名

・中古車販売 7台 ・中古車販売 14台

・整備入庫 4235台 ・整備入庫 3173台

・中古車販売 47台 ・中古車販売 7台

・整備入庫 5944台 ・整備入庫 2920台

従業員数： 12名従業員数： 13名

・新車販売 262台 ・新車販売 180台

京都市左京区田中上大久保町3・4合地 京都市山科区東野片下り町30-1

従業員数： 20名

3921台 ・整備入庫 3806台

・新車販売 210台 ・新車販売 219台

京都市伏見区竹田中川原町71-3 京都府宇治市小倉町神楽田48

従業員数： 14名従業員数： 13名

・中古車販売 12台 ・中古車販売 6台

・整備入庫

・新車販売 133台 ・新車販売 178台

京都府京田辺市草内一ノ坪11-2 京都府亀岡市西つつじヶ丘五月台1-15-1

従業員数： 11名 従業員数： 15名

従業員数： 12名

京都府福知山市字篠尾小字長ヶ坪115-17 京都府舞鶴市公文名小字宮ノ下5-1

・中古車販売 14台 ・中古車販売 88台

・整備入庫 3152台 ・整備入庫 3677台

・整備入庫 3475台 ・整備入庫 2872台

・新車販売 103台

・中古車販売 42台 ・中古車販売 47台

・新車販売

従業員数： 12名

77台

■事業活動の概要
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【大津店・滋賀事務センター・レンタカーGr.】 【堅田店】

【瀬田店】 【南草津店】

【栗東店】 【守山店】

【水口店】 【八幡店】

【彦根店】 【長浜店】

滋賀県大津市本堅田4丁目13-9

従業員数： 58名 従業員数： 13名

・新車販売 612台 ・新車販売 155台

滋賀県大津市竜が丘1-18

・中古車販売 12台

・整備入庫 6483台 ・整備入庫 3398台

・滋賀登録機構　　・中古業販物流機構

・法人営業部　　・レンタカーGr

・中古車販売 70台

滋賀県大津市大萱一丁目3-32 滋賀県草津市野路町688-2

従業員数： 11名 従業員数： 14名

・新車販売 113台 ・新車販売 167台

・中古車販売 12台 ・中古車販売 14台

・整備入庫 2768台 ・整備入庫 3632台

滋賀県栗東市上鈎314 滋賀県守山市播磨田町86-1

従業員数： 18名 従業員数： 22名

・新車販売 206台 ・新車販売 266台

・中古車販売 41台 ・中古車販売 151台

・整備入庫 4977台 ・整備入庫 5202台

滋賀県甲賀市水口町北脇442-2 滋賀県近江八幡市出町233

従業員数： 15名 従業員数： 13名

・新車販売 154台 ・新車販売 184台

滋賀県彦根市西沼波町185-1 滋賀県長浜市八幡中山町67

従業員数： 16名

・新車販売 184台

・中古車販売 62台 ・中古車販売 10台

・整備入庫 4238台 ・整備入庫 4574台

・新車販売 211台 ・中古車販売 75台

・中古車販売 94台 ・整備入庫 4232台

・整備入庫 5230台

滋賀県彦根市西沼波町261-1（ユーカーランド）

従業員数： 23名

■事業活動の概要
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2023年10月時点

・環境マネジメントシステム（以下EMS）に関する統括責任者

・EMSの実施及び運用に必要な人・設備・費用・時間を用意

・環境管理責任者の任命

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境目標の設定を承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境活動レポートの承認

・実務上の責任者として、環境取組を推進

　※代表者は、環境活動の実施に関して全部門に対する指揮命令権限を委譲

・EMSの構築、実施、管理

・環境活動計画書、環境関連法令取りまとめリスト等の承認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境活動レポートの確認

・環境管理責任者をサポートし、EA21推進事務局として環境取組を推進

・店舗の環境取組の指導・支援

・環境データの集計・取りまとめ

・全社環境委員会の事務局

・全社環境委員会のメンバーとして、全社の環境取組を推進

・担当部門の環境取組の責任者

・店長：店舗の環境取組全体の責任者として、店舗環境取組の推進・管理を行う

・サービスMgr：MECA21を中心にサービス領域の環境取組に責任を持つとともに、

　 店舗全体の環境取組において店長をサポートする

環境管理責任者
＜役員・管理/サービス部門長＞

EA21推進事務局

部門長

店舗環境管理責任者
＜正：店長、副：サービスMgｒ＞

環境統括責任者
＜代表者・社長＞

店長 川崎　裕幸 店長 菅沼　靖志

店長

サービスMgr 高橋　和夫 サービスMgr 大道　徹

サービスMgr 松生　幸晃 サービスMgr 小林　俊介 サービスMgr 内池　悟 サービスMgr 木戸　満

福知山店 舞鶴店

田辺店 亀岡店 彦根店 長浜店

店長 山下　剛志 店長 渡辺　裕之 店長 野村　利通 奥田　絵美子

店長 中小路　喜之 店長 和所　祐治 店長 渡辺　光一 店長 井上　和也

サービスMgr 大林　潔 サービスMgr 山脇　聖史 サービスMgr 井場　啓二 サービスMgr 青西　敏

サービスMgr 能勢　敦 サービスMgr 森井　洋典 サービスMgr 柳川　伸行 サービスMgr 小林　浩二

伏見店 洛南店 水口店 八幡店

洛北店 山科店 栗東店 守山店

店長 中野　一樹 店長 加藤　哲人 店長 西川　忠幸 店長 大友　功

店長 田中　茂

サービスMgr 石角　達也 サービスMgr 大林　洋之 サービスMgr 田中　隆光 サービスMgr 鮫島　健二

店長 伊藤　佑介 店長 長野　嘉徳 店長 星本　秀一

長岡京店 桂店 瀬田店 南草津店

サービスMgr 杉村　博史 サービスMgr 丸山　信義 サービスMgr 岡本　守

店長 井上　慶太 店長 中山　晋一 店長 梶　弘太郎 店長 西沢　裕一

サービスMgr 勝田　剛行

かどの八条店 久世橋店 大津店

連絡担当　長谷川佳孝（経理部）

★全店取組対象 本社

新車営業部 高田功

中古車営業部 莨谷英樹

堅田店

環境統括責任者

代表取締役社長　田嶋誠治

環境管理責任者

執行役員 管理本部長　樋爪隆一

サービス営業部 木村宜義

管理本部 樋爪隆一

EA21環境推進事務局

■実施体制
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株式会社 京滋マツダは

基準年度

目標値 目標値 目標値

電力消費量の削減 kWh 1,957,128 1 %削減 1,937,557 2 %削減 1,917,985 3 %削減 1,898,414

燃料消費量の削減
（ガソリン・軽油）

L 170,200 1 %削減 168,498 2 %削減 166,796 3 %削減 165,094

都市ガス消費量の
削減

㎥ 9,977 1 %削減 9,877 2 %削減 9,777 3 %削減 9,678

LPガス消費量の削
減

㎏ 685 1 %削減 678 2 %削減 671 3 %削減 664

事業所利用水の節
水

L 17,359 1 %削減 17,185 2 %削減 17,012 3 %削減 16,838

循環型社会に
向けて、廃棄
物の削減・再
使用・再利用

活動を
推進します。

廃棄物排出量の削
減

㎏ 715,929 1 %削減 708,770 2 %削減 701,611 3 %削減 694,452

グ
リ
ー

ン
購
入

事務用品のグリー
ン購入拡大

%
(購入金

額比率）

56.7% ％以上 ％以上 ％以上

エコカー
(SKYACTIV搭載
車)販売の拡大

台 73.9% ％以上 ％以上 ％以上

メンテナンスパック
入庫台数の拡大

台 37,731 1 ％向上 38,108 2 ％向上 38,486 3 ％向上 38,863

★ 当社の事業年度は、4月～3月迄の1年間です。

★ 2021年度を基準年度として、『省資源・省エネルギー』については毎年1%の削減、『グリーン購入・環境製品の提供』についてはそれぞれ拡大目標を設定します。

★ 電気使用に伴う二酸化炭素排出係数は、2021年度 Fﾋﾞｯﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ（0.470kg-CO₂/kWh）で算定しています。

★ 使用済み自動車の適正管理、リサイクル推進は目標を設定せず、日常業務として取組を継続します。

★ 現在、PRTR制度の対象となる化学物質の使用はありませんが、今後使用が発生した場合は適正管理に努めます。

77

60 62

省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

製
品
の
提
供

基準年度比 基準年度比

58

75

環境に配慮し
た製品の提
供、及びグ

リーン購入を
推進します。 76

基準年度比

2021年度

環境方針

限りある資源
を大切にし、
また、二酸化
炭素排出量及
び水使用量の
削減のため省
資源・省エネ
ルギーに努め

ます。

環境改善目標を定め、継続的な環境改善活動を実践します。

中長期目標

取組項目 単位
2022年度 2023年度 2024年度

対象：全店舗 対象：全店舗 対象：全店舗

■環境目標
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≪2022年度 活動計画≫ ●：実施予定月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

● ●
●

●

CO₂排出量削減

活動内容

化学物質の管理

環境に配慮した製品の購入

活
動
計
画

環境教育・訓練

エネルギー使用量の把握

不要な照明の消灯・節電の徹底

冷暖房の温度設定管理

エアコンフィルターの清掃

待機電源オフの実施

教
育
･

訓
練

電気消費量削減

グリーン購入・環境に配慮し
た製品の提供

活動内容

環境記録の作成、管理

燃料使用量削減

廃棄物排出量削減

水使用量削減

オイル流出時の対応訓練
緊急事態の対応訓練

環境マイスター認定研修等の受講

エコカー（SKYACTIV搭載車）の販売拡大

教育・訓練の計画＆実施

各種記録

有害化学物質適正管理

エコドライブの実践

社用車燃費向上の実施

廃棄物排出量の把握

ゴミの分別徹底、リサイクルの促進

パックdeメンテの販売促進・入庫による整備コンディションUPで環境に配慮

裏紙利用、両面コピー、縮小コピーの促進

カラープリント、コピーの原則禁止

カタログの適正発注と管理の徹底

漏水の定期確認

水使用量の適正管理（無駄の排除）

火災消防訓練

環境知識の向上

■環境活動計画
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CO₂排出量削減

・毎月の電気使用量、化石燃料使用量、CO₂排出量を環境目標進捗表から確認し把握する事で、

　CO₂排出量削減の意識を高めています。

電気消費量削減

・日中は間引き消灯を実施。 昼休み・休憩時は事務所・工場の消灯を実施（原則12時から13時は消灯）

　照明スイッチに点灯箇所を表示して、昼間点灯・夜間点灯を明確にする。

・使用時以外のトイレ・会議室・給湯室・更衣室・部品庫等の消灯確認。

・メジャーサイン・看板照明等を19時に消灯し、点灯時間も毎月見直す。

・自動販売機の夜間照明を消す。

・毎月 環境配慮DAYを設定し、定時消灯・退社を実施

・クールビズ・ウォームビズにより事務所空調を冷房28℃、暖房20℃に温度設定。

・お客様スペースは過剰な冷暖房にならないように温度管理を行う。

・エアコンフィルター清掃日を決めて、月1回以上清掃を実施する。

・部門長・店長は待機電源オフ責任者となり、退社時に必ず確認を行う。

■環境活動 実施状況

CO₂
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燃料使用量削減

・エコドライブ10のすすめを実践し、習慣化する。

・社用車の空気圧、不要に荷物が積まれていないかのチェック管理を行う。

廃棄物排出量の削減

・紙使用量削減のために、両面コピー・縮小コピー・裏紙利用の徹底（裏紙BOXなどの設置）

　コピー使用後の 「設定リセット」 意識付けによるミスコピーの防止。

・分別を徹底し、計量と記録で削減意識の向上を図る。

・エコキャップなどリサイクル化運動の実施。

・整備用シートカバーや紙マットを、繰り返し使用可能な布製・ビニール製のものに切り替え。

水使用量の削減

・洗車用ホースにはストップノズルを付け、無駄な使用を削減する。

・節水の掲示を各蛇口付近に貼り、意識の向上を図る。

グリーン購入、環境に配慮した製品・サービスの提供

・エコマーク商品など環境ラベル取得商品の購入推進。

・メンテナンスパック（パックDEメンテ）の販売、および入庫促進により お客様車両の整備コンディションを向上。

・環境対応車両（SKYACTIV搭載車）の販売促進、代替による低燃費車比率の拡大。

■環境活動 実施状況
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化学物質の適正管理

・使用する化学物質について適正な管理を行う。

環境設備

【太陽光発電】　　≪本社・かどの八条店≫

　屋上に太陽光発電パネルを設置、最大で月間 2723㎾hの電力量を出力しています。

　また、ショールームに環境モニターを設置。お客様にも発電状況を見ていただくと共に、環境取組みの

　ご理解・ご協力をいただけるようにしています。　（出力　本社:25kw、かどの八条店:25.4kw）

【LED照明】　　≪本社・一部店舗 ≫

　照明に、電力消費量の少ないLED電球を使用。その明るさを活かして間引き消灯を徹底しています。

【センサー式 照明・蛇口】　　≪本社・一部店舗≫

　トイレの照明・蛇口にセンサー式スイッチを採用。照明の消し忘れや水の止め忘れを防ぎ、

　無駄な電気や水の使用を無くしています。

太陽光発電パネル LED照明 センサー式照明スイッチ

教育・訓練・環境イベント参加

・【2023/3/13】 京都府エコカーマイスター講習会　受講（4名）

・【2022/7/21～7/22】 滋賀県環境マイスター認定研修会　受講（2名）

■環境活動 実施状況
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1. 2022年4月～2023年3月運用期間の実績

基準年度

2021年度 達成状況

電力消費量の削減 kWh 1,957,128 1 %削減 1,937,557 達成

燃料消費量の削減
（ガソリン・軽油）

L 170,200 1 %削減 168,498 未達

都市ガス消費量の削減 ㎥ 9,977 1 %削減 9,877 達成

LPガス消費量の削減 ㎏ 685 1 %削減 678 未達

二酸化炭素排出量 ㎏-CO₂ 1,124,399 未達

事業所利用水の節水 ㎥ 17,359 1 %削減 17,185 達成

循環型社会に
向けて、廃棄
物の削減・再
使用・再利用
活動を
推進します。

廃棄物排出量の削減 ㎏ 715,929 1 %削減 708,770 達成

グ
リ
ー

ン
購
入

事務用品のグリーン購
入拡大

%
(購入金

額比率）

56.7% 以上 未達

エコカー(SKYACTIV
搭載車)販売の拡大

% 73.9% 以上 達成

メンテナンスパック入
庫台数の拡大

台 37,731 1 ％向上 38,108 未達

★ 電気使用に伴う二酸化炭素排出係数は、2021年度 Fﾋﾞｯﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ（0.470kg-CO₂/kWh）で算定しています。

※基準年度 2021年度の二酸化炭素排出量は、電気使用に伴う二酸化炭素排出係数（0.352㎏-CO₂/kWh）で算定

環境に配慮し
た製品の提
供、及びグ

リーン購入を
推進します。

58%

75%
製
品
の
提
供

183,477

8,125

699

環境方針 取組項目 単位

限りある資源
を大切にし、
また、二酸化
炭素排出量及
び水使用量の
削減のため省
資源・省エネ
ルギーに努め

ます。

省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

新車・中古車販売台数の増加に伴
い、燃料消費量が増加。販売台数あ
たりの燃料使用量では基準年度より
減少となっている。

都市ガスはガスヒーポン使用の長岡
京店の使用分が影響している。

燃料消費量の影響により、二酸化炭
素排出量削減目標は未達。

SKYＡＣＴＩＶ搭載車種が増えた事で
販売の拡大に繋がっている。

2022年度
目標

2022年度
実績

評価

電力消費量削減取組みにより、電力
消費量削減目標を達成

1,893,622

1,341,787

グリーン購入比率を上げられるよう
に、購入先の変更についても検討し
ていく。

1,355,630

14,684
節水取組みにより、水使用量の削減
目標を達成。

全体の整備入庫台数の減少に伴っ
て、メンテナンスパック入庫台数も減
少。メンテナンスパック加入割合を
上げていく事が課題。

658,539

34,816

44.9%

75.1%

廃棄物排出量削減目標を達成。整備
入庫台数が減少した事も影響してい
る。

■環境活動取組み結果と評価
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★ 電気使用に伴う二酸化炭素排出係数は、2021年度 Fﾋﾞｯﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ（0.470kg-CO₂/kWh）で算定しています。

※2020年度と2021年度の二酸化炭素排出量は、電気使用に伴う二酸化炭素排出係数（0.352㎏-CO₂/kWh）で算定

□環境への負荷の状況（取りまとめ表） (自動計算）

単位 2020年 2021年 2022年
① 合計 1,152,373 1,122,844 1,354,363

合計 Kg-CO2 1,152,373 1,122,844 1,354,363

Kg-CO2 695,449 688,909 890,002
化石燃料 小計 Kg-CO2 456,924 433,935 464,361

Kg-CO2 478 1,121 1,657

Kg-CO2

Kg-CO2 15,708 20,749 16,897

Kg-CO2

Kg-CO2 2,712 2,056 2,099

Kg-CO2 308,157 281,147 289,932

Kg-CO2 129,869 128,862 153,776

Kg-CO2

Kg-CO2

Kg-CO2

②
735.12 715.66 658.09

一般廃棄物 小計 ｔ 6.14 3.95 3.83
ｔ 4.02 2.60 2.46
ｔ
ｔ 2.12 1.35 1.37

産業廃棄物 小計 ｔ 728.98 711.71 654.26
ｔ 344.51 322.56 250.87
ｔ 373.94 380.07 389.09
ｔ 10.53 9.08 14.30

③
#

㎥
㎥ 15,814 17,359 14,684

#
㎥ 15,814 17,359 14,684
㎥

④ 化学物質使用量

ｋｇ
ｋｇ
ｋｇ

⑤ エネルギー使用量 合計 ＭＪ 26,266,920 25,765,210 25,567,004

ＭＪ 19,421,210 19,238,568 18,614,304

ＭＪ 6,845,710 6,526,642 6,952,700

ＭＪ
ＭＪ

⑥

ｔ
ｔ

資源使用量
循環資源使用量

購入電力（新エネルギーを除く）

化石燃料
新エネルギー
その他

物質使用量

下水道

イ

ン

プ

ッ

ト

水使用量
上水
工業用水
地下水

循環資源量
中間処理
最終処分（焼却・埋立）量

総排水量及び水使用量
総排水量

公共用水域

廃棄物等総排出量及び
廃棄物最終処分量

循環資源量
中間処理
最終処分（焼却・埋立）量

液化天然ガス(LNG)
液化石油ガス(LPG)
ガソリン
軽油
 

環境への負荷

ア

ウ

ト

プ

ッ

ト

温室効果ガス排出量

二酸化炭素排出量
電力

灯油
A重油
都市ガス

■環境負荷の実績
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1. 環境関連法規

・環境関連法規については、「環境法令遵守チェック表」により法令遵守状況を確認しています。

2. 違反・訴訟の有無

・当社は、環境関連法規の違反や訴訟は発生しておりません。

・また、環境当局からの違反等の指摘は、過去３年間１件もありません。

フロン排出抑制法
業務用エアコン
空気圧縮機

循環型社会形成
推進基本法

廃PPバンパー

自動車整備時における適正管理、第1種特定製品の点検実施

循環資源の適正な循環的利用

環境関連法令
適用される
施設項目

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律

廃棄物置場
産廃管理票

水質汚濁防止法 自動洗車機特定施設の届出、水質検査・行政への報告

使用済み自動車の再資
源化に関する法律
（自動車リサイクル法）

使用済み自動車

下水道法 自動洗車機

浄化槽法 浄化槽

消防法
消火器
第4類危険物貯蔵
量

消防用設備の設置、危険物取扱

騒音規制法 空気圧縮機

振動規制法 空気圧縮機

自動車廃棄時の使用済自動車の適正処理
フロン類回収業者の登録と更新（５年ごと）

規制基準の遵守と届出

規制基準の遵守と届出

適

法令要求事項

廃棄物の排出適正処理

適

適

適

適

適

適否
（２０２2年１０月時点）

適

適

適

適

特定施設の届出

設置または変更時の届出
定期点検・清掃、水質検査

■環境関連法規への違反・訴訟の有無
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代表者による全体の評価及び見直し

○ 実施
未実施

○ 実施
未実施

○ 実施
未実施

○ 実施
未実施

○ 実施
未実施

○ 実施
未実施

○ 実施
未実施

有
〇 無

〇 有
無

有
〇 無

有
〇 無

有
〇 無

有
〇 無

5 その他のシステム要素

6 その他（外部への対応）

代

表

者

に

よ

る

全

体

評

価

・

見

直

し

見直し項目 変更の必要性 変更「有」の場合の指示事項

1 環境方針

2 環境目標
燃料消費量の削減目標を、新車・中古車販売台数

の増加を見通したものに修正すること。

3 環境活動計画・取組項目

4 環境に関する組織

評価者 田嶋　誠治 実施日 2023年11月27日

全体評価・コメント（環境経営システムへの有効性・環境への取組の適切性等）

2022年度は電力消費量自体は削減目標を達成できたが、二酸化炭素排出係数の見直し（0.352kg-CO²→0.470kg-CO²）

と、新車・中古車販売台数の回復による燃料消費量の増加により、二酸化炭素排出量の削減目標は未達に終わった。

2023年度は、電力消費量は店舗改装に合わせたLED化を進めることで一層の削減に取り組む。一方で、燃料消費量は、新車・中

古車販売台数の回復を鑑み、計画の見直しを行う。

引き続き、環境性能に優れたエコカーへの代替促進、メンテナンスパックを活用した整備入庫の促進、エコドライブの励行など、本業と

一体となった環境への取り組みを推進していく。

7
取引先・業界・関係行政機関その他の

外部動向

特になし

見

直

し

関

連

情

報

項目 確認 評価・コメント

1 エコアクション21文書
特になし

2 環境目標及び目標達成状況

5 外部コミュニケーション・対応記録
特になし

6 問題点の是正・予防措置の実施状況
販売台数回復などの状況に応じて環境計画の見直しを

行うなど、適切に環境取組が出来るように適時是正が必

要。

3 環境活動計画及び取組実施状況
特になし

4 環境関連法令一覧表及び遵守状況
特になし

燃料消費量が計画基準年度の2021年度と比べて大

幅に増加。内訳では試乗車と納車時給油分が増加して

おり、販売台数の増加が影響している。

会社名 ㈱京滋マツダ

活動期間 2022年4月～2023年3月

作成者 長谷川　佳孝

⑬-01
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